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　スズメバチは農作物への被害をも
たらし悩みの種であるが、さらに獰
猛なツマアカスズメバチの生息範囲
拡大が迫っており、深刻な課題になっ

　観光地では、費用や管理上の問題
でごみ箱を設置しないケースがある。
しかし、ごみを捨てる場所がないこと
で観光客は不便を感じており、逆に
ポイ捨てによる環境悪化を招く原因
ともなる。
　そこで、この課題をWin-Winに変
える対策として、KDDIでは、「IoTご
み箱」のトライアルを行った。
　ごみ箱上部に通信機器を設置し、
ごみとの距離が一定数値になると、
メール通知を行う。収集センターでは
PCやモバイルからごみ残量をリアル
タイムで可視化できる。
　ごみ回収のタイミングを最適化し
作業の生産性を高める。

高所作業のリスク回避をドローンで実現

ごみ箱のごみ残量をIoTで 低コスト運用を実現

ている。高所にできる巣の駆除は危
険を伴う作業である。そこで、Queen 
Bee And Droneでは無人航空機ド
ローンを活用したソリューションを開

　ごみ箱は設置場所が多数であるた
め、通信費用が課題となる。今回は、
LPWA 通信方式であるLTE-Mモ
ジュールを活用し、低コスト化を実現

発。遠隔操作によってドローンから直
接駆除剤の空中噴霧を行い、安全性
を保ちながら、駆除を実施できるよう
にした。
　特徴の1つは弾力性を持たせたカ
ーボンロッドに沿って装着したチュー
ブの先端を巣に突き刺す構造にし、
確実に営巣活動に打撃を与え噴霧で
きる機体構造とした点。また、駆除作
業に置いてはドローンの操作技術も
必要であり、試行錯誤を重ねつつ操
作技術のマニュアル化も進めた。双
方が整いサービス化を実現できた。
　要請を受け、本社のある静岡県の
みならず他県にも出動し、駆除作業
の実績を積み重ねている。

した。
　得られたデータを有効活用するこ
とにより、今後、新規ビジネスの創出
も期待できる。
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図　小型無人航空機（ドローン）による「スズメバチの巣」駆除システム
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図　「IoT ごみ箱」システムの全体像
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対象分野 蜂の巣駆除
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